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曹
貌
地
方
官
孜

伊

藤

敏

雄

貴
族
制
や
曹
数
政
権
の
性
格
問
題
と
の
関
連
か
ら
、
曹
数
時
期
の
中
央
官
僚

と
そ
の
任
官
者
に
劃
す
る
言
及
は
多
く
、
研
究
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
一
方
、

地
方
官
に
劃
し
て
は
、
本
籍
地
任
用
の
問
題
や
制
度
史
的
な
面
で
の
言
及
に
限

ら
れ
、
そ
の
寅
態
や
任
官
者
に
封
す
る
分
析
は
未
開
拓
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
そ
し
て
、
地
方
官
任
用
の
在
り
方
は
、
前
田
貌
政
権
の
性
格
や
貴
族

制
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
も
、
無
視
で
き
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
曹
貌
時
期
の
州
刺
史

・
郡
太
守

・
豚
令
・
典
農
官

任
官
者
を
コ
二
園
士
山
』
『
菅
書
』
等
よ
り
抽
出
し
た
上
で
、
地
方
官
と
そ
の
質

態
ゃ
、
そ
の
任
用
の
在
り
方
を
追
究
し
、
併
せ
て
曹
貌
政
権
の
性
格
や
貴
族
制

と
の
関
連
に
つ
い
て
も
論
及
し
た
い
。
曹
換
期
・
文
帯
一
期

・
明
喬
一
期
・
稿
用
王
芳

期
等
に
分
け
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
が
、
特
に
地
方
官
任
用
(
昇
進

・
左

濯
を
含
む
)
に
嘗
っ
て
、
中
央
官
と
の
関
係
を
始
め
、
何
等
か
の
原
則
や
権
力

者
等
の
政
治
的
意
闘
が
働
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
貼
に
注
目
し
な
が
ら
考
察
し

た
い
。
ま
た
、
本
籍
地
任
周
回
避
の
原
則
と
本
籍
地
任
用
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
市
山
出
貌
の
地
方
官
任
用
金
値
の
中
で
再
検
討
し
て
み
た
い
。

元
明
の
文
廟
従
租
議
論
に
つ
い
て

島

毅

明
の
嘉
靖
九
年
、
腫
制
改
革
の
一
環
と
し
て
文
廟
の
祭
紀
形
態
に
蟹
更
が
加

え
ら
れ
た
。
報
告
者
は
か
つ
て
そ
の
経
緯
を
述
べ
た
論
文
を
愛
表
し
、
こ
の
改

制
が
嘉
靖
脅
個
人
の
立
場
や
噌
好
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
朱
子
皐
の
論
理

か
ら
し
て
蛍
然
の
鋳
結
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
(
「
嘉
靖
の
躍
制
改
革
に
つ

い
て
」
、
東
京
大
祭
東
洋
文
化
研
究
所
縞

『
ア
ジ
ア
の
祉
禽
と
文
化
』

E
所
枚
、

一
九
九
二
年
〉
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
嘉
靖
年
聞
の
議
論
の
み
を
考
察
封
象
と

し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
時
期
か
ら
の
漣
綴
性
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
本
報

告
で
は
、
従
記
さ
れ
る
儒
者
の
還
擦
に
つ
い
て
の
議
論
を
と
お
し
て
、
孔
子
像

の
鑓
質
を
考
察
す
る
。
南
宋
淳
一
脂
元
年
か
ら
周
程
張
朱
が
文
廟
に
従
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
朱
子
息
?
の
鰻
制
教
組
平
化
を
示
す
象
徴
的
事
件
と
し
て

言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
後
も
宋
元
の
儒
者
が
あ
ら
た
に
従
記
者
の
列

に
加
わ
っ
た
が
、
一
方
で
す
で
に
従
記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
排
除
ゃ
、
そ
れ
ま

で
従
犯
の
封
象
に
な
ら
な
か
っ
た
漢
儒
の
追
加
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論

理
を
お
う
こ
と
で
、
孔
子
の
稽
銃
が
「
文
宣
王
」
か
ら
「
至
聖
先
師
」
に
な
る

理
由
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。
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